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学校教育目標 よく考える子 思いやりのある子 たくましい子

９月2日（月）、今日から２学期がスタートしま

した。44日間の夏休み期間中は静かだった校舎に、

子どもたちの元気な姿と活気が戻ってきました。

２学期はほぼ４ヶ月続く長い学期であり、多くの学校行事も予定されていますが、

暑さもしばらく続くようですので、熱中症の対策を講じながら内容や方法を検討し、

実施をしていくこととなります。子どもたちが目標をもって取り組み、挑戦し、自

分を高めることができる２学期となるよう、指導･支援を行ってまいります。

７月22日（月）･23日（火）に５年生の臨海

学校が開催されました。臨海学校はコロナ禍以降

に昨年度から再開され、新潟県長岡市寺泊で１泊

２日の日程で行われました。天候にも恵まれ海水浴を２回実施したほか、夜のキャ

ンプファイヤーや「魚のアメ横」と呼ばれる市場通りで買い物をするなど、充実し

た２日間を過ごすことができました。集団生活の中で友達と協力して活動すること

を通して、「きずな」を深めることもできたようです。

８月９日（金）にＪＲＣ（青少年赤十字）のト

レーニングセンターが行われました。あずま小学

校を開催本部としてオンラインで市内各小中学校

・四ツ葉学園をつないで開催されました。ここ数年では最多の179名の児童生徒が

参加して、「赤十字の歴史や活動」についての学習や、ブラインドウオーク体験、

三角巾を使った応急手当の実習などを行いました。あずま小からは福祉･ＪＲＣ委

員の５･６年生３名が代表として参加し、他校とＪＲＣ活動の情報交換をしながら

交流を深めていました。

２学期始業式

ＪＲＣトレセン

５年臨海学校



７月２５日（木）にあずま地区の水泳記録会が昨年に引き続き、

あずま小学校のプールを会場にして行われました。あずま小から

は19名の児童が学校の代表として出場し、あずま南小、北小の選

手を迎え、３校の児童が力一杯の泳ぎを見せてくれました。大会

当日はどの種目でも全力を尽くして泳ぐ姿が見られました。

また、８月７日（水）には県の記録会が開催され、本校からは

県標準記録を突破した選手が市の代表選手として出場しました。

女子200ｍリレーでは、好記録が出て７位入賞を果たしました。

【県大会結果】 ○女子50ｍ自由形 12位 小林 愛実 32秒83

○女子200ｍリレー ７位 （小林愛実･荻原芽衣･長野莉久･古郡優愛） 2分18秒60

○女子200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ １４位 (田面桜子･小林愛実･古郡優愛･荻原芽衣) 2分45秒50

８月２８日（月）に上毛新聞の一面「朝

の一句」に掲載されました。

田 乙葉（５－１）

＜上毛ジュニア俳壇＞

○夏休み だがし屋寄って 飲むラムネ 阿久津 栞（６－１）

○夏の夜 ほたる光りし 川の空 松村 侑燈（５－２）
【評】「川の空」とはホタルが光ることで、暗い川が星空のように思えるということだと思います。天地が逆転したよう。

○下校中 日かげない場所 油照り 力丸 翔太（５－２）

水泳記録会・女子リレーは県７位入賞

俳句のこころ


